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(57)【要約】
【課題】施工場所や施工条件に応じて格子パネルの横幅
の長さ調整が容易になされる格子パネルを提供する。
【解決手段】多本数の縦線材１と横線材２とが直交して
格子状に配列された格子パネルＰであって、縦線材１を
一定の間隔Ｌ１で配列した中央部Ｃの両側に、同じく縦
線材１を一定の間隔Ｌ２で配列した側端部Ｓを形成し、
側端部Ｓにおける縦線材１の間隔Ｌ２を中央部Ｃにおけ
る縦線材１の間隔Ｌ２と異なるようにすると共に、側端
部Ｓにおける縦線材１の間隔が複数形成されるように格
子パネルＰを構成する。
【選択図】　　　　図１



(2) JP 2010-77782 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多本数の縦線材と横線材とが直交して格子状に配列された格子パネルであって、縦線材
を一定の間隔で配列した中央部の両側に、同じく縦線材を一定の間隔で配列した側端部を
形成し、前記側端部における縦線材の間隔を中央部における縦線材の間隔と異なるように
すると共に、前記側端部における縦線材の間隔が複数形成されていることを特徴とする格
子パネル。
【請求項２】
　前記中央部における縦線材の間隔と前記側端部における縦線材の間隔と差は、縦線材の
直径よりも小さくなされていることを特徴とする請求項１に記載の格子パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、工場や住宅地の敷地境界部や隣地境界部に設置されるフェンス用のパネルと
して用いられる格子パネルに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、工場や住宅地の敷地境界部や隣地境界部に設置されるフェンスは、適宜間隔を
あけて立設された支柱にパネルを架設するものであり、パネルと支柱とが一定面内に配置
される固定柱タイプと、パネルが支柱の前面或いは背面に配置される自由柱タイプとが主
に用いられている。
【０００３】
　固定柱タイプのフェンスとしては、横線材と縦線材とを格子状に組んでフェンスを構成
し、支柱から側方に受け金具を突設し、受け金具の表面に押板をねじ具にて固着し、押板
に縦線材支持用凹部を設け、フェンスの縦線材を押板の縦線材支持用凹部と受け金具とで
挾持するフェンスの支柱への取り付け構が提案されている（例えば、特許文献１参照。）
。
【０００４】
　又、自由柱タイプのフェンスとしては、支柱間に線材を縦横方向に配置したフェンスを
取付けるためのフェンス取付装置において、フェンスを構成する横線材を支柱に掛止する
ボルトであって、ボルト捩子部の他端近くの軸部を折曲して鉤部を形成した略Ｌ字形のボ
ルトと、前記ボルトを挿通させるため支柱に形成した係合穴とより構成し、前記ボルトの
鉤部の近くの軸部に突起を形成し、係合穴に前記突起を挿通可能で、かつボルトの回転を
拘束する切欠を形成したフェンス取付装置が提案されている（例えば、特許文献２参照。
）
【０００５】
【特許文献１】実開昭６４－５０５６４号公報
【特許文献２】特開平１０－２９２６７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、一般に、フェンス用パネルの横幅は、自由柱タイプと固定柱タイプによって
ことなることが多い。これは、自由柱タイプにおいては、フェンス用パネルは横方向に連
続して配置されるため、パネルの横幅も一定であることが多いが、固定柱タイプにおいて
は、支柱の間隔は一定間隔で配置されることが多いのに対して、支柱の間に取付けられる
パネルは、支柱の横幅や取付方法により、ほぼ連続的に配置される場合や、支柱の横幅分
の間隔をあけて配置される場合があり、パネルの横幅が一定ではない。一方、パネルにお
いて多く用いられる縦線材と横線材とからなる格子状のパネルは、縦線材の配置間隔が均
等となされているものが多いため、取付ける支柱のタイプや形状に応じて、配置間隔を変
更してパネルを製造することは煩わしいものであった。又パネルの横幅を長めに製造し、
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短いパネルが必要な場合に一端を切断して長さ調整することも可能であるが、横線材が櫛
状に突出した状態となり、パネルを設置する作業者の服等に前記横線材が引っ掛かる恐れ
があり、その点が問題であった。
【０００７】
　本発明は、前記の如き問題点を解消し、施工場所や施工条件に応じて格子パネルの横幅
の長さ調整が容易になされる格子パネルを提供せんとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は次のような構成としている。
　すなわち本発明に係る格子パネルは、多本数の縦線材と横線材とが直交して格子状に配
列された格子パネルであって、縦線材を一定の間隔で配列した中央部の両側に、同じく縦
線材を一定の間隔で配列した側端部を形成し、前記側端部における縦線材の間隔を中央部
における縦線材の間隔と異なるようにすると共に、前記側端部における縦線材の間隔が複
数形成されていることを特徴とするものである。
【０００９】
　又、本発明に係る格子パネルにおいて、中央部における縦線材の間隔と側端部における
縦線材の間隔と差を、縦線材の直径より小さくするように構成してもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、縦線材を一定の間隔で配列した中央部の両側に、同じく縦線材を一定
の間隔で配列した側端部を形成し、前記側端部における縦線材の間隔を中央部における縦
線材の間隔と異なるようにしているので、格子パネルの横幅の長さ調整が必要な時は、格
子パネルの両側端部の縦線材間の間隔のみを調整すればよく、製造が容易となる。加えて
、前記側端部における縦線材の間隔が複数形成されているので、最側端部に１個の縦線材
の間隔のみで調整する場合に比べて、調整した後の間隔の寸法の違いが目立ちにくくなる
。
【００１１】
　本発明に係る格子パネルにおいて、前記中央部における縦線材の間隔と前記側端部にお
ける縦線材の間隔と差は、縦線材の直径よりも小さくすれば、中央部における縦格子の間
隔と側端部における縦格子の間隔との差が視認されにくくなり、景観性の低下を抑えるこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　次に、本発明を実施するための最良の形態について図面を参照し、具体的に説明する。
【００１３】
　すなわち、図１は本発明に係る格子パネルの第１の実施形態を示す正面図、図２は図１
の側面図、図３は図１の変形を示す部分拡大図、図４は図１の他の変形を説明する説明図
、図５は図１の格子パネルを用いたフェンスの実施の一形態を示す正面図、図６は本発明
に係る格子パネルの第２の実施形態を示す正面図である。
【００１４】
　図面において、１は縦線材、２は横線材であり、本発明に係る格子パネルＰは、縦線材
１と横線材２とから主に構成され、縦線材１と横線材２とが格子状に配置されたものであ
る。
【００１５】
　図１～２は、格子パネルの第１の実施形態を示す説明図であり、図１はその正面図、図
２はその側面図である。本形態に係る格子パネルＰは、多本数の金属製の縦線材１と横線
材２とを互いに略直交して配置し、その交点を溶接して互いに接合されたものである。縦
線材１及び横線材２は、一般には、鋼線材が用いられるが、アルミニウム合金やステンレ
ス鋼等の他の金属を用いたものでもよい。又、縦線材１及び横線材２に亜鉛めっきを施し
、更に合成樹脂を被覆すれば、耐食性等の向上が図れるので好適に用いられるが、ステン
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レス鋼等の耐食性が優れたものを用いる場合は、めっきや合成樹脂による被覆がなくても
よい。
【００１６】
　又、縦線材１及び横線材２は、本実施形態では同径の同材料が用いられている。これに
より、格子パネルＰをフェンス等に用いた場合、格子パネルＰに衝撃により応力が加わっ
ても、局所的には縦線材１及び横線材２に生じる歪みは同程度であり、応力が解除されれ
ば、前記歪みが同程度解消されるので、歪みよる変形等を低減させることができる。尚、
格子パネルＰの強度や剛性を考慮して、一部に直径の異なる線材を用いてもよく、或いは
、縦線材１及び横線材２として互いに直径の異なる線材を用いてもよい。
【００１７】
　格子パネルＰの上端部及び下端部には、胴縁が形成されている。本形態では、図２に示
すように上胴部１１は縦線材１の上部が折り曲げられて断面コ字状に形成され、下胴縁１
２は縦線材１の下部が折り曲げられて断面Ｌ字状に形成されたものである。胴縁の形状は
、本形態に限定されるものではなく、例えば、断面円形状、三角形状、四角形状等の多角
形状等でもよく、上下胴縁の形状が本形態のように異なったものでもよく、同様な形態で
あってもよく、格子パネルＰの剛性を高め、捻れや歪み等の不具合が生じにくいようにな
されたものが好ましいが、胴部がない形態でもよく、或いは格子パネルＰと別体の胴縁が
取付けられたものでもよい。
【００１８】
　次に、隣り合う縦線材１の間隔について詳しく説明する。隣り合う縦線材１の間隔は、
格子パネルＰの中央部Ｃの間隔は一定の第１の間隔Ｌ１となされ、格子パネルＰの両側の
側端部Ｓの間隔は、第１の間隔Ｌ１とは異なる一定の第２の間隔Ｌ２となされている。す
なわち、必要とされる格子パネルＰの横幅に応じ、格子パネルＰの横幅を広げるときは、
第２の間隔Ｌ２を広く設定し、逆に格子パネルＰの横幅を狭めるときは、第２の間隔Ｌ２
を狭く設定するものである。これにより、第１の間隔Ｌ１はそのままで、第２の間隔Ｌ２
のみを調整することにより、格子パネルＰの横幅を調整することができるので、必要とさ
れる横幅に併せた格子パネルＰの製造が容易となる。
【００１９】
　又、格子パネルＰの側端部Ｓは、最側端の縦線材１と他の複数個の縦線材１とを備え、
これらの縦線材１により横方向に複数の第２の間隔Ｌ２が形成されている。これにより、
複数の第２の間隔Ｌ２で吸収する間隔の増減分が分散され、第１の間隔Ｌ１と第２の間隔
Ｌ２との寸法差が目立ちにくくなる。
【００２０】
　図１に示された格子パネルＰは、隣り合う縦線材１の間隔について、第２の間隔Ｌ２は
、第１の間隔Ｌ１より狭くなされたものである。そして、第２の間隔Ｌ２は、横方向に４
個並んで形成されている。第２の間隔Ｌ２は、横方向に多く形成されるほど、第１の間隔
Ｌ１との寸法の差を小さくすることが可能となり、第１の間隔Ｌ１と第２の間隔Ｌ２との
差が外観上目立ちにくくなるので好ましいが、あまり多くすると、格子パネルＰを製造す
る際の縦線材１の格子間隔の調整に手間が掛かるので、第２の間隔Ｌ２は、横方向に２個
以上形成し、格子パネルＰの製造に大きな影響が出ない範囲で適宜設定すればよい。
【００２１】
　格子パネルＰの左右の側端部Ｓにおいて、本形態では、左側端部Ｓと右側端部Ｓとの第
２の間隔Ｌ２は一定となされ、又第２の間隔Ｌ２の横方向の形成数も左側端部Ｓと右側端
部Ｓとでは同数ある。この構造により、左右対称形状となり、左右で重量の偏りがなく、
又縦線材の配置間隔の設計も容易となり好ましいが、格子パネルＰの調整すべき寸法や製
造方法等に応じて、第２の間隔Ｌ２が左側端部Ｓと右側端部Ｓとで一定でなくてもよく、
又第２の間隔Ｌ２の横方向の形成数も左側端部Ｓと右側端部Ｓとで一定でなくてもよい。
【００２２】
　尚、第１の間隔Ｌ１は一定となされているが、第１の間隔Ｌ１は完全に一定でなくても
よく、縦線材１の配置誤差や、縦線材１と横線材２との接合場所の誤差等により、多少誤
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差があっても、外観上一定の間隔に視認されればよい。又、第２の間隔Ｌ２も第１の間隔
Ｌ１と同様である。
【００２３】
　図３は、図１に示された格子パネルＰの変形を示す部分拡大図である。本形態に係る格
子パネルＰにおいて、第１の間隔Ｌ１と第２の間隔Ｌ２との寸法の差は、縦線材１の直径
Ｄよりも小さくなされている。これにより、第１の間隔Ｌ１と第２の間隔Ｌ２との寸法の
差は、外観上、より目立ちにくくなるなり好ましい。
【００２４】
　図４は、図１に示された格子パネルＰの変形の部分分解図を示すものであり、格子パネ
ルＰにおいて、中央部Ｃの縦線材１のみが配置されたものである。この側端部Ｓに縦線材
１が配置されていないパネルＱを予め作成しておけば、格子パネルＰの必要とされる横幅
に応じて、パネルＱの側端部Ｓの縦線材１を後から配置し、第２の間隔Ｌ２を調整して必
要とされる格子パネルＰを作成することができる。本形態に係るパネルＱの横幅を長めに
しておけば、必要とされる格子パネルＰの横幅の調整幅を大きく取ることができる。
【００２５】
　図５は、本形態に係る格子パネルＰを用いたフェンスＦの実施の一形態を示す正面図で
ある。本形態におけるフェンスＦは、適宜間隔をおいて立設された支柱３の間に格子パネ
ルＰが架設された、いわゆる固定柱タイプのフェンスである。本形態において支柱３は、
背面板３１の中央から前方に向けて垂直板３２が配置された平面視Ｔ字状の支柱であり、
背面板３１の両側に取付けられた取付金具３３を介して格子パネルＰが支柱３の間に架設
されたものである。尚、支柱３は、例えば、断面円形の円柱状のものでもよく、断面四角
形の角柱状のものでもよいが、一般に、固定柱タイプのフェンスは、支柱の形状によらず
支柱の間隔は同じであることが多い。この場合は、支柱の断面形状により、隣り合う支柱
の間の内寸法は異なるので、前記寸法に応じて格子パネルＰの側端部Ｓの縦格子の間隔で
ある第２の間隔Ｌ２を適宜増減させて、格子パネルＰを支柱３の間に架設すればよい。尚
、いわゆる自由柱タイプ支柱に格子パネルＰを取付けてのフェンスＦを構成してもよい。
【００２６】
　図６は、本発明に係る格子パネルＰの第２の実施形態を示すものであり、図１に示され
た格子パネルＰに対して、側端部Ｓの縦線材１の間隔である第２の間隔Ｌ２が、中央部Ｃ
の縦線材の間隔である第１の間隔Ｌ１よりも大きくなされた点が主に異なるものであり、
他は同様な形態である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係る格子パネルの第１の実施形態を示す正面図である。
【図２】図１の側面図である。
【図３】図１の変形を示す部分拡大図である。
【図４】図１の他の変形を示す部分分解図である。
【図５】図１の格子パネルを用いたフェンスの実施の一形態を示す正面図である。
【図６】本発明に係る格子パネルの第２の実施形態を示す正面図である。
【符号の説明】
【００２８】
１　　縦線材
２　　横線材
Ｃ　　中央部
Ｄ　　縦線材の直径
Ｌ１　第１の間隔
Ｌ２　第２の間隔
Ｐ　　格子パネル
Ｑ　　パネル
Ｓ　　側端部Ｓ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】
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【図６】
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